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まとめ
•コーディネーターは、医療介護専門職間の相違点の背景を明らかに
し、互いの隙間を埋める“橋渡し役”だと考える。

•当区においても、事業開始当初は立場の違いからか“意見のぶつか
り合い”は再三あった。しかし、諦めずに意見を交わすことでお互
いの得意・不得意、立場を理解することで協働実施ができている。

（全国的に行政との連携がとれている地域は地域包括システムの構

築が進んでいる。）

•個々の問題だけでなく、東成区内の問題に視点を向け課題・目標を
共有し、行政も含む多職種で解決する過程（プロセス）が重要であ
り、それをシステム化する事が必要と考える。


